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①産業界・自治体等と連携して専門職業人材を地域に輩出する短期大学の支援
→人材養成ニーズに的確に対応した人材養成機能の整備を支援

②地方創生のリード役となる短期大学の支援
→地方創生・地域活性化に直結する教育研究や地域貢献活動、専攻科等の非学位課程も積極的に

活用した生涯学習事業の立ち上げを支援

③大学進学を前提としたファーストステージ教育を行う短期大学の支援
→短期大学の特色を生かした高等教育の「ファーストステージ」としてのモデルとなる機能を

構築する取組を支援

・職業人としての汎用的な能力とし
て必要となる豊かな教養的素養を
持つ、幼稚園教諭、保育士、看護師、
栄養士、介護人材等の養成機能の
充実

・金融、商業、ビジネススキル、情報、
被服、芸術などの専門知識・技能と幅
広い教養を併せ持つ地域コミュニティ
の基盤となる人材の養成機能の充実

・短期大学の特色を生かした教養教
育と専門教育の提供による知識基盤
社会に対応した人材養成機能の充実

・資格取得やキャリアアップを目指す
社会人や、再就職を目指す有資格
者に対する学び直しプログラムや、
地域のニーズに対応した生涯学習
プログラムの実施

機能別
分化

必要な基盤経費を確保しつつ、自ら機能を選択し、社会的要請に応える
先導的な取組を行う短期大学について、国による支援を行う必要

①専門職業人材
の養成機能

②地域コミュニティの
基盤となる

人材養成機能

③知識基盤社会
に対応した教養
的素養を有する
人材養成機能

④多様な生涯学習

機会の提供

「短期大学の今後の在り方について」（H26.8.6 中教審短大WG「審議まとめ」より ）
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●食物科〔入学定員60名〕
栄養士コース／製菓コース

●保育学科〔入学定員120名〕
保育専攻／介護福祉専攻

●国際コミュニケーション学科〔入学定員60名〕
●専攻科保育専攻〔入学定員１０名〕

長崎短期大学
Nagasaki Junior College

「茶道文化」による教養教育

「礼節」・「知性」
「ホスピタリティ」の獲得

各学科特性による人材育成

地域が求める職業人材

地域との協働
AP事業

「Awesome Sasebo! Project」

学生各人の目標に合わせ
留学先・留学期間を選択

国際感覚
の洗練

語学力
の錬成

「幼稚園教諭1種免許状」
「学位／学士（教育学）」

学びの深化

専攻科保育専攻（2年課程）

学び直し

職業実践力育成プログラム（BP）

進学支援

長崎国際大学3年次編入

就職支援

卒業者への求職情報提供・支援体制

◇短期研修：1週間～10日間
◇中期留学：3ヵ月間
◇長期留学：6ヵ月間～1年間（※）
※サンドイッチ留学制度
2年次後期から1年休学し留学。
留学後、2年次後期より復学。

時代が求めるグローバル人材

月 火 水 木 金 土
1時限

幼稚園・保育園へのインターンシップ2時限
3時限
4時限 授業（14:50～16:20）
5時限 授業（16:30～18:00）

○有給インターンシップを活用した
一週間のスケジュール
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大学編入
留学

Input Process   Output             outcome

専攻科
入学長崎短期大学

企業・地域
OJT

Mission

  地域に
必要とされ,信頼される

職業人の育成

卒業後の経歴・人生経験

学外での生活
（アルバイト・ボランティア等）

１。教育課程・学生支援
（学習活動の活性化）

（卒業時 計画達成度）

①職業的
コンピテンシー

②市民性

③20代後半の
　初期キャリア

入
学
前
の
経
験
・
学
習
レ
ベ
ル

　
入
　
学

卒

業

職業生活

２。卒業後のキャリア支援

地方の短期大学の教育
～入学前も 在学中も 卒業してからも～

地方の短期大学の教育
～入学前も 在学中も 卒業してからも～
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CC研発足

卒業生調査

安部科研２ 戦略GP

ステークホルダー
調査

連携GP

短大“不要”論
が出始める

短大をなんとかせんば！！

短大生（卒業生）
のアウトカムズか
ら改革の糸口を

学習の効力感が
年々減少する傾向

実際に短大教育
で取り組んでほ
しいことは？

専門性より
人間力

調査
拡大

実践と
事例収集

コンソスタン
ダードとして
短大教育のモ
デルを構築し
たい

具体的・可視的・測定可
能な到達目標の設定

（教育の質保証）

短大教育の再構築
を目指して

中核層人材の育成

佐藤調査

モデルコアカリ
キュラムの検討

「教育の質保証」
確立要請／客観的
評価（指標）を組
み合わせ総合的に
検証する必要性

短大基準協会委託研究
安部科研１

今後の構想･･･
レディネス調査→安部

調査（コンソで取り組ん
できた一連の調査→佐

藤調査⇒モデルコアカ
リキュラムの構築（仮）

質的
補完

学生実態調査
（パネル調査→
短大卒業生のライフ
コース調査）

学生実態調査

合同アクティ
ビティ

各短大のカリ
キュラム調査

第三者評価
アセスメント

調査
（初年次教
育／高短連
携）

内容精査と各
短大の改革に
向けた活動へ

実
践

これから

調査開始期

調査拡大期

情報収集
＆実践期

分析＆
改善期

目標
・自学の教育の質保証、教
育改善のPDCAサイクルを
回すこと
・短大の到達目標の設定

３ポリの明確化＆改善サイクルの確立
到達目標とその成果の可視化

測定値の可視化

2002年

2009年

2012年

2017年

2004年

地域の短期大学連携事例
戦略的パートナーシップによる

「短期大学コンソーシアム九州」の取組
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平成２４年度 「大学間連携共同教育推進事業」 選定取組

短期大学独自の職業・キャリア教育の充実、発展のために①学生の主体的学びを促進し教育成果を高める Work  Integrated  Learning（ＷＩＬ）に関
する国内外における知見と情報の集約を図る活動、②学習経験や価値観の異なる他学科他短大の学生が共同で地域ステークホルダーと交流し社会
人基礎力を培う３つのアクティブラーニング事業の展開・充実、を実施するものである。さらに取組連携短期大学共同で、短期大学士課程教育の質の
保証システムの汎用的なモデルとなる共同教学ＩＲネットワークシステム構築し、アセスメント活動を含む運用スキームの整備を図る。

取組名称：短期大学士課程の職業・キャリア教育と共同教学ＩＲネットワーク
取組大学：佐賀女子短期大学（代表校）、香蘭女子短期大学、精華女子短期大学、福岡女子短期大学

西九州大学短期大学部、長崎女子短期大学、長崎短期大学

職業・キャリア教育

職
業
を
通
し
た

学
び
の
成
果
検
証

キ
ャ
リ
ア
教
育
合
同

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

短大関係者
合同ＦＤ・ＳＤ研修会

外
部
評
価
結
果

と
し
て
活
用

定期開催
外
部
評
価
結
果

と
し
て
活
用

高校訪問キャラバン隊

卒業生インタビューリーフレット作成

短大フェア（学習成果発表）

教
員

学
生

学生支援力（教育力）の向上

交渉力 / 調整力 / 情報発信力
コミュニケーション力
チームワーク力 の向上ステークホルダとの関わり

他短大の学生との共同
責任ある企画運営

大学間連携ＧＰの成果を再編
職
業
キ
ャ
リ
ア

教
育
事
業

短期大学の現状

単独で取り組むのは難しい

①組織的・体系的に教育を支える
②成果を社会や地域の活性化に生かす

①規模が小さい
②経営環境の厳しい所が多い

入
学

卒
業

卒
業
後

共同して取り組みを進める

初期調査 成果検証① 成果検証②

職業キャリア教育・方法論
の開発

学びの成果指標の開発

システム化による手間のかから
ない成果検証スキームの実現

実 施

共同教学ＩＲネットワークシステムの構築

学生

職業キャリア
教育・方法論
開発改善サイクル

連携校共通
「学びの成果」検証指標
企画改善サイクル

Ａ Ｂ
日本インターン

シップ学会

専
門
的
知
見

学生調査
夢・目標設定
セルフチェック

学修
ポートフォリオ

データメンテ
ナンスシステム

教育成果測定
・集計・分析
を簡便化

共通キャリア
教育として
初年時に指導

自らの成長を実感し
単位取得状況から
指向を把握

（学生非公開）
教職員向け学生
個別指導履歴

連携校にてデー
タ連携を行う

学生
サポートメモ

Ｃ
Ｃ

Ｂ

Ａ

日本私立短期大学協会 など

ステークホルダーと成果共有を協働

短期大学

コンソーシアム九州

調査

背景・問題点
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短期大学の課題解決から振興へ
ピンチはチャンス チャンスに繋ぐために自らの教育改革を推進する

地域ニーズに対応する
職業人の育成

規模が小さい

限定的な学修成果

地方の短期大学は
学生募集に苦戦

短い修業年限

きめ細やかな教育実践
地域の短期大学間連携

家計の厳しい世帯への進学機会
非学位課程を含んだ

社会人の学び直しの場

女子学生が中心

専攻科進学や四年制大学編入等、
さらなる学びへのアクセス

地域の女性のエンパワーメント
多様な専門学科の提供による

ジェンダーフリー化

６

〇
設
置
基
準
の
見
直
し

〇
給
付
型
奨
学
金
の
拡
充

〇
短
大
教
育
改
革
に
関
す
る
先
導
的
モ
デ
ル
の
開
発


